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ご　挨　拶

一般社団法人 
山形県理学療法士会会長

岩 井 章 洋

　日ごろより山形県理学療法士会にご
理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げ
ます。
　当会は山形県内に勤務する理学療法
士の学術技能の研鑽と資質の向上に努
め、県民の皆様の保健・医療・介護・
福祉の発展に寄与することを目的とし
て、学術活動及び社会活動を行ってい
る団体です。現在、1,038名の会員が病
院、診療所、介護保険関連施設、福祉
施設、肢体不自由児施設及び教育機関
等に勤務しています。
　理学療法士は、身体に障がいのある
方たちのリハビリテーションを行って
きた身体づくりの専門家です。理学療
法の役割は、対象者一人ひとりの状態
を把握し、対象者の持つ最大限の能力
を引き出すことであり、失われている
基本的動作能力の回復を図り、生活を
支援することです。
　当会では、病院や施設における理学
療法の技術向上のための研鑽をはじ
め、「本人の持つ能力を最大限に引き
出すというリハビリテーションの理
念」に基づく理学療法を地域で活か

し、生活する方々の自立を支援したい
と考えています。また、身体の動きを
専門とする理学療法技術を、健康寿命
の延伸に反映させるために、健康増進
や介護予防の支援に活かしたいと考え
ています。
　これまで、新型コロナウイルス感染
症感染拡大のための活動自粛による生
活不活発病の予防、働く世代の腰痛や
肩こりの予防、大規模災害時の支援活
動など幅広い分野で活動しています。
　当会はこれらの活動を通して、県民
の皆様がより元気に歳を重ねること
や、たとえ病気や障がいあっても住み
易い地域共生社会の実現に向けて、他
の関係団体や行政の方と協力しなが
ら、会員一同努力を重ねてまいりま
す。そして、「尊厳ある自立」と「そ
の人らしい生活」を支援する身近な理
学療法士の団体として存在したいと考
えております。
　今後とも県民の皆様はじめ関係団体
の皆様のご支援ご鞭撻を賜りますよ
う、よろしくお願い申し上げます。
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■山形支店 〒990－2323  山形県山形市桜田東二丁目1番21号
 TEL:023－642－8153 / FAX:023－623－5853
本社（仙台）・荘内営業所・鶴岡営業所・郡山営業所・ロジスティックセンター・メンテナンスセンター

オーリンク株式会社

日本理学療法士協会「理学療法士ガイド」より転載

理学療法士とは

　理学療法は運動療法や徒手的療法、物理療法を用いて、失われた身体の機能を回復させる治療方法
です。
　理学療法士は、病気やケガの回復を促し、社会や日常生活に戻るまでを支援する役割を担います。
　さらに、生き甲斐やその人らしさをサポートする自立支援、生活支援、健康増進、介護予防などの
分野や、教育や研究などさまざまな場面でも活躍しています。
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自立支援型地域ケア会議と山形県理学療法士会のかかわり

地域包括ケアシステム推進対策本部　井　上　由　香
  ●自立支援型地域ケア会議と山形県理学療法士会のかかわり

　自立支援型地域ケア会議とは、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続けられるように地域のなか
でできることを話し合う場で、山形県では平成27年度から各市町村で行われております。当会で
は導入当初より各市町村主催の自立支援型地域ケア会議に日本理学療法士協会で認定された地域
ケア会議推進リーダーを取得した理学療法士を派遣しております。派遣される理学療法士は、
様々な研修や勉強会等を受講し適切な助言ができるように研鑽を続けております。
 自立支援型地域ケア会議では主に基本動作の維持や改善、悪化の防止の観点から助言を行い、
社会参加や生活活動につなげるように提案します。さらに、新たに必要なサービスや体制つく
り、支援方法について進言させていただいております。
　また、地域ケア会議助言者マニュアル、通いの場プログラム集の作成など他の職能団体と協働
で携わってきました。当会独自にケアマネジャーや県民のみなさまに役立つようなリーフレット
も作成し提供しております。
 当会は、県民のみなさまが住み慣れた地域で暮らし続けられるようにこれからもご支援させて
いただきます。

  ●「理学療法士の一問一答」リーフレットのご紹介

　山形県理学療法士会では、一般の方から専門職の方まで地域の介護
予防や生活の改善に活用できるリーフレットを作成しております。
　令和５年３月現在、山形県理学療法士会のホームページ
（http://www.dream-pt-yamagata.jp/）「理学療法士の一問一答」の
バナーより「腰痛と膝痛の予防」「65歳からの身体作り」のリーフレットが
ダウンロードできます。また、右のQRコードからもリーフレットをご覧いた
だけます。
　今後は次頁に掲載しております「転倒予防」、さらには「認知症予
防」のリーフレットを公開する予定となっております。ぜひ、県民の
みなさまのさらなる健康づくりにご活用ください。 

理学療法士の一問一答
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山形県理学療法士会の活動紹介

公益事業推進部担当理事　早　坂　慎　也
　公益事業推進部は、理学療法士の専門知識や技術を活用し県民のみなさまに対して社会貢献事
業を行うことを目的としています。
　山形県が主催する「やまがた健康長寿日本一プロジェクト事業」で企画された「やまがた健康
フェア」に当会としても毎年実行委員会構成員として参加しており、2022年度も企画から実施ま
で参画いたしました。

（１）やまがた健康フェア　2022　

日時：令和４年９月23日（金・祝）　
場所：イオンモール天童（モール内１～２階催事スペース及び２階ホール）　
内容：1 F イベントスペース
　　 （個別の健康相談、チラシやハンドブック等の配布活動）
　　　2 F イオンホール（ポスター展示で養成校紹介などの情報発信）

　これまで「やまがた健康フェア」は会場を山形国際交流プラザ（ビッグウィング）にて開催し
ていましたが、今年は初めてイオンモール天童での開催となりました。一昨年、昨年と続けて新
型コロナウイルス感染拡大防止の観点からイベント形式での開催は見送られており、本年は３年
ぶりに来場者様と直接お話し、ご相談にお答えすることができました。

　健康相談では、特に腰や膝の痛みに対する相談や日常的に行える運動方法を教えてほしいと
いった質問を多くいただき、痛みの予防や運動方法等をご説明いたしました。なかには日常の動
作や生活スタイルに関する様々な質問もあり相談内容は多岐にわたりました。
　多くの団体や企業のブース・イベントがあるなか当会のブースを目当てにして足をお運びにな
られる方も多く、「前に運動を教えて貰ってか
ら足の力がついて痛みが良くなりました。」な
ど継続的に来場されている方がいる事も大変喜
ばしく感じました。
　今後も山形県理学療法士会は地域での活動を
通し、理学療法士を広く知って頂きながら、県
民の健康増進・介護予防の一助となれるよう取
り組んでいきたいと考えています。



somu@took.co.jp

（２）やまがた健康長寿日本一ウォーキング大会　

日時：令和４年９月24日（土）
場所：山形県総合運動公園（天童市）
 （ND スタジアム、中央広場、敷地内遊歩道　他）
内容：サルコペニア（加齢による筋肉量の減少）予防としてのウォーキングの重要性や必要な筋

肉のストレッチやトレーニング、上手に歩くための姿勢やコツなどの指導を行いました。
怪我予防やパフォーマンス向上を目的とした靴の中敷き（足底板）などの紹介・体験ブー
スを設置しました。

 ウォーキング大会参加者の終了後のブースとして、主に健康の悩み等のご相談をお受けしまし
た。内容としては膝痛や腰痛等の慢性的な悩みを多くいただきました。ウォーキング大会という
ことで健康意識が高い方も多く、日頃の運動の方法等の相談も受けました。日本理学療法士会の
ホームページ（https://www.japanpt.or.jp/）からもご覧いただくことができる理学療法ハンド
ブックの内容を紹介しながら、ストレッチの指導や正しい筋力トレーニング方法などをお伝えし
ました。また、症状が悪化する前の受診・専門的な治療の必要性などもご説明しました。

 今回のウォーキングプロジェクトでは痛みや
筋力低下、活動低下など様々な要因が積極的に
運動することを妨げていることを感じました。
これらを解決し「歩く習慣」を身につけるた
め、理学療法士が専門的なアドバイスを提案す
る機会をいただきました。

8



9

Yamagata Prefectural
University of
Health Sciences Yamagata Prefectural University of Health Sciences

公立大学法人

山形県立保健医療大学

　本学は1997年に看護学科・理学療法学科・作業療法学科
の医療系短期大学から始まり、2000年に４年制大学となり
ました。これまで一貫して、他職種の役割を理解し、互いに
連携と協調のできる人材育成に取り組んできました。
　本学は医療専門職としての高い治療技術を身につける教育
に加え、ヒトの運動や生活を科学として考える素地を養う教
育を多く取り入れており、医療の発展を担う人材育成に取り
組んでいます。卒業生は山形県内に多数就職しており、県内
の医療・保健に大きく貢献しています。
　大学院教育として、2004年に博士前期（修士）課程、
2017年に博士後期（博士）課程を開設しました。社会人が
仕事を続けながら修学できるように、夜間や土曜日の講義や
オンラインでの講義を行っています。長期履修制度を利用し
て仕事や生活に合わせて修学することもできます。
　教員の地域貢献として、市民のかたがた向けの医療・保健
に関する公開講座、県内医療従事者のかたがた向けの技術講
習会を毎年行っています。学生の国際交流として、コロラド
大学理学療法学科を訪問して米国の医療に接する機会を設け
ています。「山形から世界へ」との思いを胸に、教員・学生
ともども努力しています。

アクセス

公立大学法人　山形県立保健医療大学
〒990-2212　山形県山形市上柳 260番地
TEL.023-686-6611　FAX.023-686-6674
ホームページ　https://www.yachts.ac.jp/

・JR
JR 奥羽線「南出羽駅」下車
徒歩約 10分。または、JR仙
山線・奥羽線で「羽前千歳駅」
下車、徒歩約 20分。

・バス
JR山形駅前から「県立中央病
院」行に乗り、終点下車（乗
車約 30分）、徒歩約 5分。

■ バス
・山形市役所、山交ビル、山形駅前より乗車
　「長井行き（R348山形－長井）」～医療技術専門学校前
・所要時間：
　JR山形駅前より約15分

厚生労働省指定養成施設　学校法人 諏訪学園　

山形医療技術専門学校

【学校紹介】
　本校は理学療法学科、作業療法学科を有する４年生の専門学校です。
平成７年に開校し現在までにおよそ900名の理学療法士を輩出しており、
県内の病院、施設等に多くの卒業生が勤務しております。

【連絡先】
学校法人諏訪学園　山形医療技術専門学校
〒990-2352　山形県山形市大字前明石字水下 367番地
TEL（023）645-1123　FAX（023）645-1250
ホームページ　https://www.ymisn.ac.jp/

会場：山形医療技術専門学校
内容：学校の説明、校内見学（実習室など）、個別相談
対象：受験生だけでなく、高校１・２年生、先生方、保護者の方も参加できます。
また、来校が難しい方には「オンライン個別相談」も行っております。
その他いろいろなイベントを行っておりますので、ホームページにてご確認くだ
さい。

学校見学

学　　科：医療専門課程　理学療法学科　40名
修行年限：修行年限　４年間（昼間）
選抜方法：・推薦選抜・社会人選抜・一般選抜
※詳しく知りたい方はお気軽に学校までご連絡ください。

募　　集 アクセス

Yamagata College of Medical＆Sciences

山形県内の養成校の紹介

連絡先

予約制で随時、学校見学を行っております。
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TEL 023-632-5214 FAX 023-632-5215

Your Healthy and Active Life With 
YAMAGATA PROSTHESES INSTITUTE

023－623－0546

0235－22－0106

■発　行／一般社団法人 山形県理学療法士会
■発行者／岩井　章洋
■編集者／丹野　則子　　柴田　拓哉
■広報部／ E-mail：ptkouhoubu@yahoo.co.jp

編集後記
　この広報誌は山形県理学療法士会の活動を県民の皆様に知っていただくために年に１回発行しております。
理学療法士の紹介、並びに本年度における当会の活動として『やまがた健康フェア』、『やまがた健康長寿日
本一ウォーキング大会』をご報告させていただきました。お手にとってくださったこの広報誌を通して当会に
関心を持っていただければ幸いです。
　これからも当会は県民のみなさまの保健・医療・介護・福祉の発展に寄与することを目的として活動を行っ
て参ります。重ねて県民のみなさまのご健康を心よりお祈り申し上げます。

山形県理学療法士会　広報部

表紙：月山と桜


